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Summary

　In　order 　to　study 　the　resent 　diversification　tendency 　of 　the　dietary　Iives　in　Japan，

especialy 　the　increase　of　dining−out 　use 　Qf 　processed　foods，
　a　questionnaire　was 　made 　tQ

survey 　the　homes 　of　the　students 　of　Home 　Economics　Dept．，　Shukugawa 　Gakuin　Junior
College．

　The　results 　show 　that　common 　daily　Iife　foods　tend　to　be　self −cooked 　and
，
　an 　the　other

hand
，
　foods　such 　as 　seasoning ，　pickles ，　juices，　etc ，　are 　rarely 　self ・cooked ．　 The　reasons 　of

dining・out 　and 　use 　of 　processed　foods　are ，
　mainly 　 1 ）saving 　of 　labor　and 　time ，

2 ）search

of 　unfamiliar 　and 　more 　or 　less　luxurious　foQds．

緒 言

　昭和 50年代後半か ら 、 わ が国の 食環境の 変化 として 、 外食や給 食産業の 発展、加工 調理済み

食品、持ち帰 り惣菜の著 しい 伸 び が 指摘 されて お り
1・2）

、一般家庭 の 食生活は 多様化、高級化 、

簡便化 の 時代であ る と い わ れ て い る 。

　筆者等の 調理実習担当の 経験に よれ ば、近年、女子学生 の 味覚、食品や 料理 の 嗜好、食に 対

する意識や 価値観 などが 以前に比べ か な り変化 して きて い るように 思われる。 こ の 食生活の 多

様化時代、女子学生 の 食生活観 の 変化 して い る時代に お い て 、調理実習の 教材選択や指導内容

は以前 と同様 で よい か 、調理実習の教育 目的は
「調理 の 基本操作を学び、よ りお い し い 食物 を

つ くる」 だ け で よ い か に つ い て 指針 を得 る の が 本論文の 目標で ある。

　食生活 と外食産業
3 ）
、調理 食品 の 利用状況

4・5 「
に つ い て の 報文は 多い が、女子学生の 食生活観

の 変化 と調理実 習の 指導内容 との 関連性に 関する報告は 見当らない 。わずか に教材に関する研

究が み られ る
6）

が 、民俗学的視点 に立つ もの で ある。

　既報
7）

で は、女子学生の 食生活 の変化 を模索す るため に、他 の 女子大学の 家庭 の 食事づ くり
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におけ る手づ くりの程度や 傾向など を調査 したが 、現状 を把握するに とどま っ た。

　そ こ で本報で は、本学家政学科の 学生 の 家庭 の 食事づ くりに お い て 、どの程度手づ くりされ

て い る か 、 どの 程度加工 食品や 調理 済み 食品 を利用 して 手抜 き （脱 手づ くり）が進行 して い る

か 、又、食品や 料理 の 嗜好の 実態 を調べ た 。 その 結果 に より、現代 に ふ さわ しい 調理学実習や

食品加工 学実 習の 指導の あ り方を模索 した の で報告する。

調　査　方　法

1 ，調査方法及 び 内容

　質問紙調査 に よっ た。調 査用紙記入 は、学生が 家庭の 家事担当者 と相談 して記入 した もの を

回収 した。

表 1　 質問紙内容の 概略

食品群

記 号
食　　品　　群 食品数 選 　　　択 　　　肢

汁 　　物

和　　　　　風 6

A ，か つ お節、昆布、煮干 しな どか ら煮出 し汁 を

　　と り、自分 で調味する

B ．煮出 し汁の 代 わ りに粉末だ しの 素や化学調味

　　料 を使 うが 、自分 で 調味す る

C ．調 味 済み の 専用
「〜の 素 」 を使 っ た り、出来

　　上 が り品を購入 し、 自分で 調味 しな い

S 汁　　物

洋 風 ・中華 風 3

A ．鶏が ら、肉、野菜な ど よ りス ープス トッ クを

　　と り、自分 で 調味 する

B ．ブ イ ヨ ン キュ
ーブ （ス

ープ の素）などを利用 後 、

　　自分 で調味す る

C ．調 味 済み の 専用 「〜の 素 」 を うすめ た り、出

　　来上が り品 を購入 し、自分 で調味 しな い

K ソー
ス 類・その他の加工 食品 24

N 飲物 ・デザ
ー

ト 15

L 調理済み（冷凍・レ トル ト・バ ンク入り）食品 27

A ．ほ とん ど手づ く りする

B ．手づ くり と市販 の 既 成品利用が 半 々 で ある

C ．市販の 既成 品をよく利用する

H 保存用加工 食品 18

1
イン ス タン ト食品・素材冷凍食

品
11A

．利用 しな い

B ．時々 、利用す る
C ．よ く利用する

T 持ち帰り用惣菜（テイクアウト食品） 26

G 外食（昼餬 ・一細 らん用・餓 咄前餬 14

A ．ほ とん ど手づ くりす る

B ．手づ くり と市販 の 既成品 （外食）利用 が 半 々 で

　　あ る
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C ．市販 の 既成品 （外 食）をよ く利用す る

（持 ち帰 り用惣菜や外食を利用す る理 由）

1 ．料理 す る時間が な い

2 ．食品素材 を買 う時間が な い

3 ．近 くに 売 る店や レ ス トラ ン が あ り、便利 で

ある

4 ．献立や 調理 が め ん ど うで ある

5 ．料理方法 を知 らな い の で つ くれ ない

6 ．家庭で つ くるよ り好 い 味の 場合が あ り、家

族が好 む

7 ．家庭 で つ く る よ り安 くつ く場合が あ る

合　 　　 　　 　 計 144D
．調理 もしな い し利用 もしな い

・その 他

　　（食品群 S ・K ・N ・L ・H ・1 ・T ・G に共通）

　 144食品に つ い て 、表 1 に 示す ように 8 食品群 （以後、各 々
、 S 、

　 K 、
　 N 、　 L 、

　 H 、 1、T 、

G と略す）に 分 類 した 。 各食品 に つ い て 、表 に示 した よ うに A ・B ・C ・D と 4 つ の 選択肢 を

提示 して回答を得 た 。 以下 の 表 では、 A 、　 B 、　 C の 順 に加工 品利用 の 増加傾 向、つ まり手づ く

り度の 減少傾向 を示す eA と答 えた 家庭 を手づ くり家庭、 B と答 えた家庭 を半手づ くり家庭 、

C と答えた家庭 を脱 手づ くり家庭 、D を そ の 他 の 家庭 と して集計 した。持 ち帰 り用惣菜 （テイ

クア ウ ト食品 ）T と、外食 G に つ い て は、A 〜D の 選択肢 に加 えて 、　 B 、　 C と回答 した家庭に

その 理 由を 1 〜 7か ら選択 して 記人 して もらっ た 。 なお 、ほぼ 100％の 家庭が 利用 して い る と考

えられ る従来の 加工 食品は省 い た 。

2 ．調査 対象

　夙 川学院短期 大学家政学科食物栄養専攻栄養士 コ ース 1 回生 90名、同食生 活 コ ース 1 回生 46

名、 2 回生 65名、家政専攻 1 回生 65名、 2 回生 48名、計314名の 家庭 を対象に し、回収 率91％で

あ っ た 。

3 ．調査時期

　 1992年 4 月に調i査した 。

結 果 及 び 考 察

1 ．食品群別 の 手 づ くり度

各食品 につ い て 、 全家庭数 （314）に対す る A 、 B 、　 C 、　 D の 各 回答数の 割合 （％） を求め、

各 々 、A 手づ くり度 （％）、　 B 半手づ くり度 （％）

品群別に 表 2 〜 9 に 示 した。

、 C 脱手づ くり度 （％）、　 D その 他 〔％）と して食

一 81一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

表 2 ．汁物の 手づ くり度

食品群 食　　　品　　 名
　 An
　 ％

　 Bn
　 ％

　 Cn
　 ％

　 Dn
　 ％

合計
n 　 ．％

S す まし汁 160　 51136 　 4312 　 46 　 2314 　 100

S 味噌汁 130　 41171 　 5411 　 42 　 1314 　 100

S 天 つ ゆ 95　 3087 　 28112 　 3621 　 7314 　 100

S うどん ソ バ の かけ汁 82　 26149 　 4775 　 249 　 3314 　 100

S うどん そば の つ け汁 66　 21114 　 36120 　 3814 　 4314 　 100

S お で ん煮汁 166　 53125 　 4022 　 72 　 13 ユ4　 100

S コ ン ソ メ ・
ク リーム ス ープ 12　 4198 　 6386 　 2718 　 63 ユ4　 100

S 中華風 ス
ー

プ 15　 5178 　 5783 　 2638 　 12314 　 100

S ラ
ー

メ ン ス
ープ 15　 567 　 21217 　 6915 　 5314 　 100

手づ くりする

←
手づ くりしない 　 その他

　 　 　 →

　表 2 の 汁物に つ い て 、す まし汁、お でん の 煮汁は約半数、味噌汁は約 4 割の 家庭が 天然 の だ

しか ら とっ て 手づ く りして い た 。 こ れ に 反 し、中華風 洋風 ス
ープ類は 、ス

ープ ス トッ ク か ら

手づ くりする家庭は 4 〜 5 ％ と ご く少数で、 5〜 6割 の 家庭はブ イ ヨ ン キ ュ
ーブ等を利用 して

い た。ラ
ー

メ ン ス
ー

プは約 7 割の 家庭が専用の 味付 け済み の ス
ープ の 素 をうすめ るだ けで あ り、

脱手づ く り度が進行 して い た 。

　表 3の ソース類、その 他の 加工 食品に つ い ては 、種類に より加工 品の利用度が大 きく異な り、

　　　　　　　　　　 表 3 ．ソ ース 類 ・その他 の加工 食晶 の利用 度

食品群 食　　　品　　　名
An
　 ％

　 Bn
　 ％

　 Cn
　 ％

Dn

　 ％
合計

n 　 ％

K ホ ワ イ トソー
ス 82　 2691 　 29117 　 3724 　 8314 　 100

K ミ
ー トソ ース ・トマ トソース 67　 2182 　 26156 　 509 　 3314 　 100

K カ レーソ ース 30　 10113 　 36166 　 535 　 2314 　 100

K マ ヨ ネーズ ソ
ー

ス 1　 013 　 4298 　 952 　 1314 　 100
K ドレ ッ シ ン グ ソー

ス 16　 556 　 18241 　 771 　 0314 　 100
K ピ ザ ソース 7　 219 　 6244 　 7844 　 14314 　 100
K ハ ン バ ーグ用など　ドミグラ ス ソ

ー
ス 69　 2272 　 23153 　 4920 　 6314 　 100

K 焼 肉の た れ 15　 521 　 7276 　 881 　 0314 　 100

K す き焼 の 割下 176　 5658 　 1876 　 246 　 2314 　 10G

K うな ぎ等の 照 り焼 きの たれ 34　 1156 　 18219 　 705 　 2314 　 100

K お ろ しわさび 21　 730 　 10255 　 817 　 2314 　 100
K お ろ し生姜 158　 5045 　 1492 　 2919 　 6314 　 100
K い りご ま ・す りご ま 116　 3759 　 19128 　 4111 　 4314 　 100
K カ ッ トわか め 49　 1640 　 13202 　 6423 　 7314 　 100

K ゆ で うず ら卵 173　 5629 　 970 　 2239 　 12314 　 100
K 春巻や ギ ョ ウ ザ の 皮 2　 123 　 7273 　 8911 　 4314 　 100
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K てん ぷ ら粉 92　 2935 　 11177 　 5610 　 3314 　 100

K お好み 焼 き粉 160　 5154 　 1789 　 2811 　 4314 　 100

K ホ ッ トケ ーキ ミ ッ クス 26　 865 　 21215 　 688 　 3314 　 100

K カ ッ ト野菜 喇身の けん・きざみねぎ等） 203　 6558 　 1839 　 1214 　 4314 　 100

K あ くぬ き野菜 221　 7048 　 1533 　 1112 　 4314 　 100

K ゆ で 筍 115　 3768 　 22104 　 3327 　 9314 　 100

K ポ ン 酢 12　 427 　 9272 　 873 　 1314 　 100

K す し酢 136　 4355 　 18117 　 376 　 2314 　 100

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 利用しない 　　　　　　　　　 利用する　　その他
　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 （手づ くりする）　　　　 （手つ くDしない ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ← 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 →

ご ぼ う等の あ くぬ き野菜、きざ み ね ぎ等の カ ッ ト野菜 は 6〜 7割 の 家庭が 手づ くりして い た が 、

2割弱 の 家庭 は時々 調理 済み加工 品 を利用 して い た。お好み焼粉、ゆ で うず ら卵、す き焼の 割

下、おろ し生姜は 5 割の 家庭が 手づ くりして い た。脱手づ く りの 進行 して い る食品 に マ ヨ ネー

ズ ソ ース が あり、95％の 家庭は市販 品利用 で あ っ た。焼肉の た れ、春巻や ぎょ うざの 皮、ポ ン

酢が 9割弱の 家庭 が市販 品 を利用 して い た。ドレ ッ シ ン グソース 、ピ ザソース 、おろしわさび、

ホ ッ トケ ーキ ミ ッ クス は 7〜 8割 の 家庭が市販品を利用 して い た。こ れ らの 脱手づ くりの 進行

して い た食品は料理の 下地、べ 一ス に なるもの で あ り、さらに 手を加 えて我家 の 味に仕上げ る

こ との 出来 る もの で あ っ た 。

　　　　　　　　　　　　 表 4 ．飲物 、 デザー ト類の 手づ くり度

食品群 食　　　品　　　名
　An
　 ％

　 Bn
　 ％

　 Cn
　 ％

　 Dn
　 ％

合計
n 　 ％

N ウー ロ ン 茶 76　 2484 　 27144 　 4610 　 3314 　 100

N 紅茶 125　 40108 　 3479 　 252 　 1314 　 100

N コ
ー

ヒ
ー 110　 35128 　 4074 　 242 　 1314 　 100

N 麦茶 145　 4691 　 2972 　 236 　 2314 　 100

N ア イス ク リ
ー

ム 5　 227 　 9279 　 893 　 1314 　 100

N プ リ ン ・ゼ リ
ー 24　 8127 　 40162 　 521 　 0314 　 100

N チ
ーズ ケ

ー
キ 22　 769 　 22209 　 6714 　 4314 　 100

N シ ュ
ー ク リーム 11　 459 　 19241 　 773 　 1314 　 100

N ホ ッ トケー
キ

・
ク レ

ープ 49　 16141 　 45114 　 3610 　 3314 　 100

N パ イ 12　 458 　 18225 　 7219 　 6314 　 100

N 水 よ うか ん 2　 1i21 　 7276 　 8814 　 4314 　 100

N か しわ餅 7　 21
「
　 33　 11264 　 8410 　 3314 　 100

N 牛乳羹 ・み つ 豆 13　 41　 46　 15
1

235　 7520 　 6314 　 100

N オ レ ン ジ ジ ュ
ース 5　 227 　 9280 　 892 　 1314 　 100

N トマ トジ ュ
ー

ス ・野菜 ジ ュ
ー

ス 9　 322 　 7258 　 8225 　 8314 　 100

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 手づ くりする　　　　　　手づ くりしない 　 その 他
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ← 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　→

表 4 の 飲物、デザー ト類に つ い て は全体 に脱手づ く りが進行 して い た。紅 茶、麦茶は 4割、
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コ
ー

ヒ
ー

は 3割の 家庭が 手づ くりして い た。アイス ク リー
ム 、水 羊か ん、か しわ餅、オ レ ン ジ

ジ ュ
ー

ス
、 トマ ト ・野菜 ジ ュ

ース は 8割 の 家庭が市販 品 を利用 して い た 。 市販 品利用 と手づ く

りが半 Ytl ・’の 半手づ くり派 の 多い 食品 に コ
ー

ヒ
ー、紅 茶、プ リン ・ゼ リ

ー
、ホ ッ トケ

ー
キ ・ク レ

ープ が あ り、 3 〜 4 割の 家庭 で あ っ た。こ の 場合の 市販 品利用 は喫茶店など の 利用 が 含まれ る

と推察され る 。

　　　　　　　 表 5 ．調理 済み （冷凍・レ トル ト・パ ッ ク入 り）食 品の 利用度

食品群 食　 　　品　　 　名
An
　 ％

　 Bn
　 ％

　 Cn
　 ％

Dn

　 ％
合計

n 　 ％

L カ レ
ー類 192　 6183 　 2636 　 113 　 1314 　 100

L シ チ ュ
ー類 210　 6770 　 2230 　 104 　 1314 　 100

L ス
ープ類 111　 35130 　 4167 　 216 　 2314 　 100

L えび フ ラ イ 235　 7555 　 1819 　 65 　 2314 　 100

L グラ タ ン 155　 4989 　 2860 　 1910 　 3314 　 100

L ピラ フ 199　 6373 　 2334 　 118 　 3314 　 100
L ピ ザ パ イ 26　 861 　 19198 　 6329 　 9314 　 100
L コ ロ ッ ケ 110　 35127 　 4075 　 242 　 1314 　 100

L 照 り焼 き チ キ ン 196　 6274 　 2435 　 119 　 3314 　 100
L ハ ン バ ー

グ 264　 8435 　 1115 　 50 　 0314 　 100
L ミ

ー トボ
ー

ル 67　 2166 　 21173 　 558 　 3314 　 100
L ブ イ ッ シ ュ ボ ー

ル 34　 1165 　 21166 　 5349 　 16314 　 100
L ス パ ゲ ッ ティ類 205　 6581 　 2627 　 91 　 0314 　 100
L 焼豚 44　 1449 　 16214 　 687 　 2314 　 100

L カ ツ
・
テ ン プ ラ ・か らあげ類 237　 7556 　 1818 　 63 　 1314 　 100

L 麻婆豆 腐 107　 34117 　 3777 　 2513 　 4314 　 100

L 春巻 86　 2773 　 23142 　 4513 　 4314 　 100
L ギ ョ ウザ ・シ ュ

ー
マ イ 75　 24117 　 37119 　 383 　 1314 　 100

L うなぎか ば焼 51　 1659 　 19194 　 6210 　 　3314 　 100

L お で ん 289　 9216 　 59 　 30 　 0314 　 100

L 味噌漬 ・味噌煮 126　 4078 　 2596 　 3114 　 4314 　 100

L 自飯 300　 968 　 36 　 20 　 0314 　 100
L 赤飯 158　 5062 　 2088 　 286 　 2314 　 100
L ち らしず しの 素 167　 5373 　 2364 　 2010 　 3314 　 100
L ぜ ん ざ い 200　 6464 　 2  39　 1211 　 4314 　 100

L 牛 肉の た た き 42　 1354 　 17200 　 6418 　 6314 　 100
L 焼 肉（照 り焼 き ス テ

ー
キ含む ） 212　 6878 　 2520 　 64 　 1314 　 100

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 利用 しない　　　　　　　　　 利用する　 その他

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔手つ くト）する）　　　 （手づ くりしない ｝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ←　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　→

　表 5 の 調理 済み 食品 （冷 凍、 レ トル ト、パ ッ ク入 り）は 日常 の 主要料理類が 多 く、全体 と し

て 利用度は余 り高 くな く、これ らを利用す るよ りも素材か ら手づ くりするこ とが 多い
。 日本人

の 主食である 白飯は 96％ の 家庭 が手づ く りして い たが、赤飯、ち ら し寿 しの 素に なると 5割 の
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　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　仲野 。大鹿 ：家庭料理 の 手づ くり度

家庭 しか手づ くりして い な い
。 白飯に つ い で お で ん 、ハ ン バ ーグは 8 〜 9割 、 カ ツ ・て ん ぷ ら・

か らあげ類や えび フ ライは 75％と手づ くり度は 高 く、手間や時間の か か る料理で もこ の ような

主菜 は手づ くりされて い る こ とが示 唆され た 。 6割強 の 家庭 で 手づ く りされ て い る食品に カ レ

ー
類 、 シ チ ュ

ー類、 ピ ラ フ 、照 り焼 きチキ ン 、ス パ ゲ ッ テ ／ 類 、ぜ ん ざ い 、焼 肉 が あ り、 こ れ

らは共通 して市販 品利用 家庭が 1割前後 で あるこ とは興味深 い 。反対に市販品利用の 多い 食品

は、焼豚、牛 肉た た き、ピ ザパ イ、 うな ぎの か ば焼 で、 6割強 の 家庭 が利用 して い た 。 こ れ ら

の 食品は特殊 な加工 技術、工 程 を利用 して鮮度の 落ち ない うちに加工 品 と した方が 、 家庭で調

理す るよ りお い し く出来る食品 で ある 。 ミー トボ ー
ル 、フ ィ ッ シ ュ ボ ー

ル は 5割 の 家庭が利用

して い た。半手づ くりの 割合 の 高い 食品に スープ類、 コ ロ ッ ケ 、ギ ョ ウザ ・
シ ュ

ーマ イが あ り、

4 割の 家庭 で あ っ た 。 こ れ らの 家庭は い ずれ の 食品に お い て も、手づ くりと市販 品利用 も 3割

前後で あり、臨機応変 に 手づ くりした り、市販 品を利用 した りす る食品 と考 え られ る 。

　　　　　　　　　　 表 6 ．イ ン ス タン ト食品・素材冷廉食品の 利用度

食品群 食　　　品　　 名
　 An
　 ％

　 Bn
　 ％

　Cn
　 ％

　 Dn
　 ％

　 An
　 ％

1 味膾汁の 素 175　 56112 　 3626 　 81 　 0314 　 100

1 イン ス タ ン トレ モ ン テ ィ 179　 57102 　 3232 　 101 　 0314 　 100

1 イ ン ス タ ン トコ ーヒー 37　 1299 　 32176 　 562 　 1314 　 100
1 お茶漬の 素 34　 11172 　 55107 　 341 　 0314 　 100
1 粉末 山 の 芋 261　 8338 　 1212 　 43 　 　1314 　 100

1 即席麺 （ラーメ ン
・うどん等） 16　 5159 　 51138 　 441 　 0314 　 100

1 乾燥 パ セ リ 243　 7752 　 1717 　 52 　 1314 　 100
1 冷凍ほ うれん草 302　 964 　 16 　 22 　 1314 　 100
1 マ ッ シ ュ ポ テ ト粉末 254　 8141 　 1316 　 53 　 1314 　 100

1 冷凍根菜類 ミッ クスベ ジタブル ・里芋など） 100　 321454 も 63　 206 　 2314 　 100
1 冷 凍 ボ イ ル えび ・い か ・貝 85　 27159 　 5169 　 221 　 0314 　 100

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 利用しない 　　　　　　　　　 利用する　 その他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （手づ くりする）　　　　（手づ くりしない）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ← 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

　表 6 の イ ン ス タ ン ト食品、素材冷凍食品に つ い ては、冷 凍ほ うれん 草 、 粉末 山の 芋、マ ッ シ

ュ ポ テ ト粉 末、乾燥 パ セ リな ど食品素材は 7 〜 9割の 家庭は イン ス タ ン ト食品 を利用せ ず、手

づ くりして い た。イ ン ス タ ン トレ モ ン テ ィ、味 噌汁 の 素は 5 割強の 人が 利用せ ず、手づ く りし

て い た 。 紅茶や味噌汁 も徐々 に 脱手づ くりが 進ん で い る よ うで ある 。 さ ら に脱手づ くりの進行

した食品に即席麺 （ラ
ー

メ ン 、うどん等）、お茶漬 の 素、イ ン ス タ ン トコ ーヒーが あ っ た。こ れ

らは
「
時々 利用す る」、

「よ く利用す る」 をあ わせ る と 8 〜 9割に な っ た 。 これ らは脱手づ くり

食品 と考えられ る ． こ れ につ い で脱手づ くり品化 して い る食品に、冷凍根菜類 （ミ ッ ク ス ベ ジ

タブ ル 等）、冷凍 ボ イル えび
・

い か ・
貝 があ り、こ れ らは食品素材 で あるが、手間の か か る皮む

き工程 の 下処 理 、湯通 しが な さ れ て お り、調理 時間の 短縮、手間が 省け る こ とが、忙 しい 現代
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人に うけ入れ られる と考 えられ る 。

　　　　 　　　　　　　 　　　7 ．保存用加工 食品の 利用度

食品群 食　 　　品　 　　名
　An
　 ％

　 Bn
　 ％

　 Cn
　 ％

　Dn
　 ％

合計
n 　 ％

H 味噌 31　 1040 　 13241 　 772 　 1314 　 100

H た くあん 26　 841 　 13245 　 782 　 1314 　 100

H 漬物 （白菜 ・た か な・野沢菜等） 54　 1789 　 28167 　 534 　　1314 　 100

H 梅干 し 128　 4158 　 18130 　 412 　 1314 　 100

H ら っ き ょ う 82　 2642 　 13176 　 5614 　 4314 　 100

H 福神漬 ・ザァ 菜等そ の 他 の 漬物 14　 415 　 5270 　 8615 　 5314 　 100

H 塩昆布 9　 321 　 7271 　 8613 　 4314 　 100

H ジ ヤ ム 類 11　 454 　 17247 　 792 　 1314 　 100

H 梅酒 148　 4741 　 13102 　 3223 　 7314 　 100

H 佃煮類 52　 1776 　 24177 　 569 　 3314 　 100

H 味膾漬 肉 15　 521 　 7232 　 7446 　 15314 　 100

H カ レ
ー

缶詰 90　 2951 　 16122 　 3951 　 16314 　 100

H ス
ープ 缶詰 41　 1369 　 22174 　 5530 　 10314 　 100

H 煮あず き缶詰 42　 1353 　 17187 　 6032 　 10314 　 100

H ク ッ キー 46　 15142 　 45124 　 392 　 1314 　 100

H ノぐン 7　 231 　 10274 　 872 　 1314 　 100

H ドーナツ 10　 377 　25219 　708 　 3314 　 100

H カ ス テラ・ス ポ ン ジ ケ
ー

キ類 29　 9126 　 40151 　 488 　 3314 　 100

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 利用しない　　　　　　　　　 利用する　 その 他
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔手つ くワする）　　　 （手づ くりしない ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ←　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 →

　表 7の 保存用加工 食品 に つ い ては梅干 し、梅酒は 4 割 の 家庭が 手づ くり派、 3 〜 4 割の 家庭

が 脱手づ くり派 と二 分 され て い た 。 万人向 きの 加工 品 の 味 に満足 で きず、 我家の 味 を求め るグ

ル メ志向や本物志 向の 家庭 と 、 保存食品 として加工 品で よい とす る家庭 と両極端に分かれ る、

現 代の 多様化時代 の 象徴 の ような食品で ある と思われ る。カ レ ー缶詰に つ い て は時々 利用す る

家庭 とよ く利用す る 家庭 をあわせ る と 55 ％に な り、一方、表 5 の レ トル ト食品 の カ レ
ー類は

37％で あ っ た 。 こ の こ とか らカ レ
ー

ル
ー

は缶詰の 方が よ く利用 されてお り、保存食品 とな Dつ

つ ある の で あろ うか 。保存食品の 福神漬、塩 昆布、パ ン は 9割弱の 家庭が市販 品 を利用 して お

ワ、手づ くりす る 人は 3 〜 4 ％で あ っ た 。次 に保存食品 と し て 7 割 の 家庭が 市販 品 を利用 して

い る食品は ジ ャ ム 、た くあん、味噌、味噌漬肉、 ド
ー

ナ ツ で あ っ た 。 時々 利用す る割合が 4割

と高 い 食品に ク ッ キ
ー

、カ ス テ ラ ・ス ポ ン ジケ
ー

キ類が あ り、市販 品をよ く利用す る家庭が他

の 保存品 と比較す る と低割合で、梅干や梅酒程 では ない が 、保存品の 中で は 手づ くりされて い

る食品で ある。 こ れ ら食品の 手づ くり派の 中に も、梅干や 梅酒 と同様に 、 本格的 にそれ で い て

本当に料理 づ くりを楽 しみ た い 人達が い る と思われ る。
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　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　 仲野
・
大鹿 ：家庭料理の 手づ くり度

表 8 ．持ち帰 り用惣菜（テ イ クア ウ ト食 品）の利用度
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　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　利用 しない　　　　　　 　　　利用 する　
の他 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 　　　 　（手づくりする）　　　 　（手づく り
な い ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ← 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　　 　→ 　 表8 の持 ち帰り用惣 菜 （テイクア ウ ト 食 品 ）について は8 〜 9 割 の 家庭 が手づ

り す る食品 に サ ラ

ダ類、ハンバーグ、焼物 、 茶碗 蒸 、豚 カツ、ポテト サラダ 、 炒 め 煮 （きん

ら ご ぼ う等） が あ った。 次 いで 、 だ し巻 卵
、
煮

物 、 和
え 物 、 u 一ル キャベ ツは 7 割の家 庭

手づくり してい た。 これらは 毎 日の主 要な主 菜で あり、サラダ類 をはじめ、調理 後 すぐ に

す 方 がお い し い 料 理 で あっ た。反 対に 市 販 品を よ く利用 して い る食品 は豚 まん・し ゅうま

で最も多く 、8 割 の 家 庭 が 利用 していた 。電子 レンジ や冷 蔵 庫 な どが 広く普 及 し、 使い こ

せる家 庭が 増 加 してき た現代に 伸び てきた代 表的な食品であ る と 思
わ

れる。卵 豆腐、 ハン

ーガー、 焼豚 、寿司 （に ぎ り） は 6 〜 7 割の 家庭が 利用 して お り 、 脱手 づ くり 品と 思 われ

。さ しみ 盛 り合わ せも 5 割 弱 の 人 がよく利 用していた 。コ ロッ ケは半 手 づ くり家庭 が4 割

多 く、手

くり家
庭
が脱 手 づ 一 87 一 N 工 工 一



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

くり家庭 よ り多い もの の 、臨機応変 に 手づ く り派 と脱手づ くり派 に分 か れ る食品 で あ ろ う。

　　　　　　　表 9 ．外食 （昼食用 ・一家団 らん用 ・会食 ・出前）の 料理の 利用度
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GGGGGGGGGGGGGG

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 利用しない 　　　　　　　　　 利用する　　その他
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 （手づ くりする）　　　　（手つ く1〕しない ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ← 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

　表 9 の 外食 （昼 食用 、一
家団らん用 、会食、出前な ど）につ い て は、全体 として は外食は 意

外 に少 な く、 よく家庭 で 手づ くりされて い た。こ の ア ン ケ ー トの 回答者が 主 として 母親や女子

大生 の 女性で あ り、 家族全体 の外 食の 傾 向は把握で きな い こ とを考慮 しなけれ ば ならない
。 お

で ん、鍋物、てんぷ ら、カ レ
ー

ラ イス は 9割以上が手づ くりされ て い た。こ の ような家庭料理

は 手づ くりされ た もの を家族で 食べ る こ と が お い しさの
一

つ で あ り、やは り、外食時 に は 人気

が な い と考え られ る。 6 〜 7割の 家庭が 手づ くりして い た料理 は丼物 、 焼物、 ス パ ゲ ッ テ ィ で

あ っ た。
一

方、よ く外食で 利用 され て い るもの は 、エ ス ニ ッ ク料理 、寿司（に ぎ り）、クレープ、

ピ ッ ッ ァ であ っ た。こ れ は家庭 の 素人 では 出来な い 味付け、技術が 必要 とされ るか らで あろ う。

2 ．手づ くり食品 と脱手づ くり食品

　　　　　　　表 10．A ．手づ くり食 晶 と手づ くり料理 （手づ くり度刑 ％以上 ）

食品群 食　 　 　 　品　 　 　 名
 

n 　 ％

　 Bn

　％

　 Cn

　 ％

　 Dn

　 ％

合 計

n 　 ％

B8 ％

以下食品

1 ゆ で ほ うれ ん 草 302　 964 　 16 　 22 　 1314 　100 ○

L 白飯 3  0　 968 　 36 　 20 　 0314 　 100 ○

G お でん 299　 959 　 30 　 06 　 2314 　1DO ○

G 鍋物 292　 9315 　 52 　 　15 　 231 農　 1DO ○

G カ レ
ー

ラ イス 290　 9216 　 51 　 07 　 2314 　 100O

L お で ん 289　 9216 　 59 　 30 　 0314 　 100 ○

T サ ラダ 類 284　 9025 　 82 　 13 　 1314 　 100 ○

G て ん ぷ ら 282　 9020 　 63 　 19 　 3314 　 100 ○
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手づ くDする　　　　　　手づ くりしない　 その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

　表 10に 手づ くり度 （A ）70％以上 の 食品 を示 した 。 こ れ らは よ く手づ くりされ て い る食品や料

理 である 。 こ れ らは ゆ で ほ うれん草、お ろし山の 芋、み じん切 りパ セ リ、あ くぬ き野菜 の 食品

素材 と 日本の 日常 の 主食、主菜料理 で あ っ た。手 づ く り度 90％以上 の 10食品、ゆ で ほ うれ ん草、

白飯、 G お で ん、鍋物、カ レ ーラ イス 、　 L お で ん 、サ ラ ダ類、て ん ぷ ら、ハ ン バ ーグ、焼物に

つ い ては脱手づ くり度 （C ）の 下位 10食品 と完全 に
一

致 した 。 又 、 半手づ くり度 （B ）の 下位 10食

品に入 っ て い る （半手づ くり度 8 ％以下〉食品は 表 10の 右端 に ○印をつ けた 。 こ れ らは
「手つ く

りと市販 品利用 が 半々 で あ る」 割合 が少な い 料理 で あるの で 、手づ くり度 の こ の表 に示 されて

い る割合 は変化 しない 。従 っ て、こ の 表に挙げ られ た料理 は 日常最 も家庭 で手づ く りされ て い

る料理 で あるか ら、調理 実習 で と りあげて 調理 の 基本 をしっ か り学ば せ た い もの で ある。

　　　　　　　　　 表 11，C ．脱 手づ くり食晶 （脱手 づ くり度 7e％以 上 ）

食品群 食　　　　品　　　 名
A 　　 　 B

n 　 ％ in　 ％

◎
n 　 ％

Dn
　 ％

合計
n 　 ％

B8 ％

以下食品

KN マ ヨ ネーズ ソース

オ レ ン ジ ジ ュ
ース

1　 0i　 13　 　 4

52i279298
　 95280

　 892

　　12

　 1314

　 100

314　 100

○

N ア イ ス ク リーム 52i279279 　 893 　 1314 　 100

K 焼 肉 の た れ
　 ヒ

15　 5i　 21　 7276　881 　 0314 　 100 ○

N 水 よ うか ん
　 32

　 1｝21　 7
　 ‘

276　 8814 　 4314 　 100 ○

H ノ ぐン 7　 2｝31　 10
　 芹

274　 872 　 　1314 　 100
K 春 巻や ギ ョ ウザ の 皮 2　 1｝23　 7273 　 8911 　 4314 　 100 ○

K ポ ン 酢 12　 引 27　 9　 1 272　 873 　 1314 　 100

H 塩 昆布 9　 3121　 7271 　 8613 　 4314 　 100 ○

H 福神漬
・ザ ァ 菜等 その 他 の 漬物 14　 4i　 15　 5270 　 8615 　 5314 　 100 ○

N か しわ 餅 7　 2i　 33　11264 　 8410 　 3314 　 100
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T 豚 まん ・しゅ うまい 7　 245 　 14259 　 826 　 2314 　 100
N トマ トジ ュ

ー
ス ・野 菜 ジ ュ

ー
ス 9　 322 　 7258 　 8225 　 8314 　100 ○

K お ろ しわ さ び 21　 730 　 10255 　 817 　 2314 　 100

H ジ ヤ ム 類 11　 454 　 17247 　 792 　 1314 　 100

H た くあん 26　 841 　 13245 　 782 　 1314 　 100

K ピ ザ ソ
ー

ス 7　 219 　 6244　7844 　 14314 　 100 ○

N シ ュ
ー

ク リーム 11　 459 　 19241　 773 　 1314 　 100
K ドレ ッ シ ン グ ソ

ー
ス 16　 556 　 18241　 771 　   314　 1 0

H 味 囎 31　 1040 　 13241 　 772 　 1314 　 100

N 牛 乳羹 ・み つ 豆 13　 446 　 15235 　 7520 　 6314 　 100

T 卵豆 腐 33　 1130 　 1G233 　 7418 　 6314 　 1  0

H 味 噌 漬 肉 15　 521 　 7232 　 7446 　 15314 　 100 ○

N パ イ 12　 458 　 18225 　 7219 　 6314 　 100

T ノ 丶 ン バ ーガー 40　 1337 　 12224 　 7113 　 4314 　 100

H ドーナ ツ 10　 377 　 25219　 708 　 3314 　 100

K うな ぎ等 の 照 り焼 き の た れ 34　 1156 　 18219 　 705 　 2314 　 100

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手づ くりする　　　　　 手づ くりしない　 その他
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ← 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 →

　表 11に脱手づ くり度 （C ）70％以上の 食品 を示 した。こ の 表に挙 げた食品は脱手づ くりの進 ん

で い る食 品で、ほ とん ど手づ くりされず、市販品利用の 多 い 食品で ある。手づ くり度の 下位 10

食品は脱手づ くり度上位 の 13食品 の 中に入 っ て い た 。従来 の 保存食品が 多 い が 、マ ヨ ネーズ、

焼 肉の た れ、春巻や ぎょ うざの 皮、ポ ン 酢、 ドレ ッ シ ン グ ソース
、 み つ 豆 、 卵豆腐 、 味嚼焼 肉 、

ハ ン バ ー
ガ
ー

、 うな ぎの 照 り焼 きは近年 に入 っ て加工 食品 として よ く利用され る ように な っ た

食品 と考 え られ る。加工 食品 と して 、こ れ ら の 脱手づ く り食品 は、家庭 で 手づ くりする場合 と

比較 して 味 、 経済的 に も採算の とれ る もの で あ り 、 手間の 省け る食品で あるか らで あろ う。 表

の 右端に半手づ くり度 8％以下の 食品に○印 をつ けた 。これ らは
「手づ くりと市販品の 利用が

半 々 で ある 」割合が 小 で あるか ら、こ こ に挙 げた脱手づ くり度の 割合は変化 しな い 食品で ある 。

こ の 表の 食品 に つ い ては、従来の 加 工保 存食品 に加 え て、今 後は食品加工学実 習で扱 い た い 食

品で ある。加工 実習で 日常手づ くりしな くな っ た これ らの 食品を手づ くりす るこ とに よ り、本

物の 味 を知 る と同時に 、案外手間 もか か らず、 お い しく健康的な食品 をつ くる こ とが で きる こ

とを認 識するか もしれ ない 。

　表12に 半手づ くり度40％以上 の 食品 を示 した。こ れ らの 食品 は
「
手 づ くり と市販 品利用が 半

　　　　　　　　　 表12．B ，半手 づ くり食晶（半手 づ くり度40％以 上 ）

食品群 食 　　　 品　　　 名
　An
　 ％

　 
n　 ％

　Cn
　 ％

　Dn
　 ％

合計
n 　 ％

B8％

以下食品

S コ ン ソ メ
・ク リーム ス

ープ 12　 4198 　 6386 　 2718 　 6314 　 100 ×

S 中華風 ス
ープ 15　 5178 　 5783 　2638 　 12314 　 100X

1 お茶潰 の 素 34　 11172 　 55107 　341 　 0314 　 100 ×

S 味 噌汁 130　 41171 　 5411 　 42 　 1314 　 100 ○

1 冷 凍 ボ イ ル え び ・い か ・貝 85　 27159 　 5169 　 221 　 0314 　 100 △

1 即 席麺 （ラーメ ン ・うど ん 等） 16　 5159 　 51138 　 441 　 0314 　 100 ×

S うどん ソ バ の か け汁 82　 26149 　 4775 　 249 　 3314 　 100 △
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1 冷 凍根 菜類 （ミッ クスベ ジタプル 哩 芋など） 100　32145 　 4663 　 206 　 2314 　 100 △

H ク ッ キー 46　 15142 　 45124 　 392 　 1314 　 100 △

N ホ ッ トケ
ー

キ ・ク レ
ープ 49　 16141 　 45114 　 3610 　 3314 　 100 △

S す ま し汁 160　 51136 　 4312 　 46 　 2314 　 100 ○

L ス
ープ類 111　 35130 　 4167 　216 　 2314 　100 △

N コ
ー

ヒー 110　35128 　 4074 　 242 　 1314 　 100 △

L コ ロ ッ ケ llO　 35127 　 4075 　 242 　 1314 　 100 △

N プ リ ン ・
ゼ リー 24　 8127 　 40162 　 521 　 0314 　 100X

H カ ス テ ラ・
ス ポ ン ジ ケ

ーキ 類 29　 9126 　 40151 　 488 　 3314 　 100 ×

S お で ん 煮汁 166　 53125 　 4022 　 72 　 1314 　 100 ○

T コ ロ ッ ケ 124　 39125 　 4062 　 194 　 1314 　 100 △

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手づ くりする　　　　　　　 手づ くりしない　 その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

々 であ る」 割合 の 多い 食品 で ある の で、表10の 手づ くり食品 として も、表 11の脱手づ くり食品

として も挙 げ られて い ない 食品で ある。これ らの 食品 を 3 つ に分け、○ 印、× 印、△ 印で 示 した。

手づ くり度 （A ）の 高 い 食品 （表 12り右 端に ○印で示 した）、脱手づ くり度 （C ）の 高い 食品 （表12

の 右端に × 印で示 した） と 、 手づ くり度 と脱手つ くD度が近似 して い る食品 （表 12の 右端に △

印で示 した ） につ い て各 々 みて み る と、○ 印の 食品は 味噌汁、すま し汁、お でん煮汁 で、 日本

人 の 日常の 食卓に よ く供せ られ る料理 で ある。こ れ らは 手づ くり家庭が 脱手づ くり家庭 よ り圧

倒的に 多く、半手づ くり家庭 （B ）もまだ今後当分手づ くりされ つ づ ける料理 と思 われる 。 X 印の

食品 の コ ン ソ メ ・ク リー
ム ス

ープ、中華風 ス
ープ、お茶漬 の 素 、 即 席麺 、プ リ ン ・ゼ リ

ー
、カ

ス テ ラ ・ス ポ ン ジ ケ ーキ類 は 嗜好性 の 高 い 食品 が 多 く、脱手づ くり家庭が 手づ くり家庭 よ り圧

倒的に 多 く、半手づ くり家庭 も近 い 将 来、脱手づ く り家庭 に移行す る可能性が ある と予測され

る 。 ただ現 在 も手づ くり派で あ り、加工 食品の 万人向 きの 画一的な味に満 足で きない グル メ志

向、健康志 向の 少 数家庭だ けが 、 今後 も手づ くり派 として 残 ると推察 され る 。 △ 印の 食品、冷

凍ボ イル えび ・イカ
・貝、 うどん ソ バ の か け汁、冷凍根 菜類、ク ッ キ

ー、ホ ッ トケ
ー

キ
・
ク レ

ープ、ス
ープ類 、

コ
ー

ヒ
ー

、 コ ロ ッ ケ は 将来、手づ くり食品か 脱手づ くり食品の い ずれか に移

行す る可能 性が予測 され る。従 っ て これ ら の 食品 を手 づ く りするか しな い か が手づ くり派か否

か を決定する食品と い っ て よい の で は ない か 、特 に、△ 印の 食品の 中で も手づ くり度 と脱手づ

くり度が全 く同値の うどん ソ バ の か け汁が 手づ くり派か 否か を決定する指標 と考 えられ る。表

を省略 したが、半手づ くり度が 10％代で低 く、 か つ 手づ く り度と脱 手づ くり度が 近似 して い る

食品 に梅酒 、す し酢、 ミン チ カ ツ が ある。こ れ らの 食品は 半手づ くり家庭が 少 な く、手づ くり

派 と脱手づ く り派が は っ き り分 か れ てお り、 こ れ ら の 食品 を手づ くりす る家庭は グル メ志向、

本物志 向派で ある と い える。従 っ て 、梅酒、す し酢、 ミン チ カ ツ は グル メ 志 向、本物志 向派か

否か の指標で ある と考 え られ る。

　　　　　　　　表 13．D ．そ の 他の 食 品（川 ％以上 ）一関心度の 低 い 食品
一

食品群 食 品 名
　An
　 ％

　 Bn
　 ％

　 Cn
　 ％

 
n 　 ％

合計
n 　 ％
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G エ ス ニ ッ ク料理 （イタリア料理等〉 19　 627 　 9197 　 6371 　 23314 　 10 

H カ レ
ー

缶詰 90　 2951 　 16122 　 3951 　 16314 　 100

L フ ィ ッ シ ュ ボ ー
ル 34　 1165 　 21166 　 5349 　 16314 　 100

H 味噌漬 肉 15　 521 　 7232 　 7446 　 15314 　 100

K ピザ ソー
ス 7　 219 　 6244 　 7844 　 14314 　 100

G ピ ッ ツ ア 49　 1671 　 23152 　 4842 　 13314 　 100

T ロ
ー

ス トビー
フ

・
ロ
ー

ス トチキン 98　 3171 　 23103 　 3342 　 13314 　 100

G クレ
ープ 61　 1968 　 22146 　 4639 　 12314 　 100

K ゆ で うずら卵 173　 5629 　 970 　 2239 　 12314 　 100

S 中華風 ス
ープ 15　 5178 　 5783 　 2638 　 12314 　 100

H 煮 あずき缶詰 42　 1353 　 17187 　 6032 　 10314 　 100

T 中華風酢物 ・和え物 167　 5351 　 1665 　 2131 　 10314 　 100

H ス ープ缶詰 41　 1369 　 22174 　 5530 　 10314 　 100

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手づ くりする　　　　　　手づ くりしない　 その他
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ←　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　→

　表 13に調理や 利用 しない 、そ の 他 （D ）10％以上 の 食品 を示 した。 こ の 表に示 され た食品は 10

％以上 の 家庭が 調理や 利用 しない 、そ の 他 と回答 した食品 で、数字 の 大きい 程 、あ ま り扱わ れ

な い 、敬遠され て い る食品、無関心の 食品 と考えられ る 。 カ レ
ー

缶詰 16％に つ い て は レ トル ト

食品 の カ レ
ーを利用す る家庭か もしれ な い 。味噌漬 肉、ピザ ソー

ス に つ い て は市販 品利用 も 7

割 と高 い 反面、15％ もこ れ らを扱わ ない 家庭が あ っ た 。
エ ス ニ ッ ク料理 に つ い て も同様 で、外

食す る家庭 とそ の 他家庭 の 両極端 に分 か れて い た。

　　　　　　　　 表 14．D ．そ の他 の 食品 （O ％）一関心度の 高い 食品一

食品群 食　　　品　　 名
　An
　 ％

　 Bn
　 ％

　 Cn
　 ％

 

n 　 ％

合計
n 　 ％

K 焼 肉の たれ 15　 521 　 7276 　 881 　 0314 　 100

K ドレ ッ シ ン グ ソ ー
ス 16　 556 　 18241 　 771 　 0314 　 100

N プ リン ・ゼ リ
ー 24　 8127 　 40162 　 521 　 0314 　 100

1 即席麺 （ラーメ ン
・うどん等） 16　 5159 　 51138 　 441 　 0314 　 100

1 お茶漬の 素 34　 11172 　 55107 　 341 　 0314 　 100

1 冷凍ボ イル えび ・い か ・貝 85　 27159 　 5169 　 221 　 0314 　 100

T 寿司 倦 ・ちらし） 173　 5595 　 3045 　 141 　 0314 　 100

1 イ ン ヌ、タ ン トレ モ ン テ ィ 179　 57102 　 3232 　 101 　 0314 　 100

L ス パ ゲ ッ テ ィ類 205　 6581 　 2627 　 91 　 0314 　 100

1 味噌汁 の 素 175　 56112 　 3626 　 81 　 0314 　 100

T ハ ン バ ーグ 274　 8734 　 116 　 21 　 0314 　 100

L ハ ン バ ーグ 264　 8435 　 1115 　 50 　 0314 　 100

一 92 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

仲野
・
大鹿 ：家庭料理 の 手 づ く り度

LL お でん

　　　　　 128992
白飯　　　　　　　　　　　　　 300　9616

　 58

　 39

　 36

　 20

　 00

　 0314

　 100

314　 100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 手づ くりする　　　　　　手づ くりしない　　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調 用しない ）　　　　　　　 （利用する）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ←　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　→

　表 14にその他 の 食品 （D ）0％ を示 した。これ らの 食品は非常に 好ん で 扱われ る、 関心の 高 い

14食品で あ る。これ らの 中に 手づ くり度の 高 い 食品の 白飯、お で ん、ハ ン バ ーグや 、脱手づ く

り度の 高 い 焼 肉の たれ、 ドレ ッ シ ン グ ソース や 、半手づ くり度の 高 い 食品の 即席麺 、 お茶漬の

素、冷 凍ボイ ル えび ・い か ・貝が入 っ てお り、こ れ らは 人気の 高い 食品 で ある とい える。

3 ．持ち帰 り用 惣菜や 外食を利用する理 由

　　　　　　　　　 表 15．B 半手づ くりする 理 由・C 脱手づ くりする理 由（％ ）

α

07666660062576203804020700000000052455　

1
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

1
　

　

　　匚
」

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

−
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
∩
乙

　

　

　

−

 

200086690209038064408433015003900502821
　

1
　
　

　
1
　
　

　
　
221211

　

　
　
113

　

211

　

14

　
　
　
322

　

33223

 

500252000235890701454073000000100059341
　
　
22

　
　
　
　
　
　
　
　
2111

　
　
　
　

11

　
　
2
　
　
　
　

1

α

500709990157928752038370010000270046403
　
　
21221

　
　
　
111121222

　
　
1
　

1
　

211

　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　

111

 

2374591407015053719887320380

 

713054948

131422465422123142232413531

　

5645

　

33233

 

ODOOOOOOOO3000000000400400600010052101　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1
　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

3

α

776776990828668797366136030000670547862121211

　
　
　
　
1111

　
　
4114

　

113113

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

 

03117309045555070704227401000000059178　

3
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　

11

　
　
　
5
　
　

1201

　

1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

併

03465784800040092002008500400025003064　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　　
1

 

0506820381478016010974839490007536108811111111

　
　
121112

　
　
1111

　

1
　
　
1
　
　
　
2
　
　
4222123222

邸

204021000082930000300040900000

星

0000301

　

　

　

　

　

　

　

1

別

981994972903831171074760753135576700952121

　
　
1
　

1111312221221311112

　

1111

　
　
　
　

11

 

封

墓
鎗
器
36

鋸
2

盤

翡

墓

譱
％

髭

器

寰
器
お

36

藷

謦

罍
39

麗

00102220444103033373310200000010000004　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

2

H98757880454700912402109635617042676875

333322222

　

1123222311222112

　

1
　

1

踟

66005899812773450772050634440035563832　

　

1
　
　

　
　

　

　
　

　

1
　

　
　

　

1
　
　
11

　
　
1111111

　
　
142111211

　
　
11

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矧

　

　

ン

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　

儲

　

　

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

綜
卵

∵

繰
言

歎

叫

咽

翻

辮
欝

臻
難
鱗

認

籔
難
鬻
細

TTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTGGGGGGGGGGGG

一 93 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

G 　 エ ス ニ ッ ク料理 〔イタ リア料理等） 19　　15　　　0　　26　　11　　　7　　22　　　0　　　10　　　6215 　 14　 35173
G　寿司 倦 ・ち ら し） 17　　　9　　　4　　37　　　8　　　0　　22　　　3　　　　8　　　6050 　 8　 D244

（持 ち帰 り用 惣菜や 外食を利用 す る理 由〉

B ：手づ くり と市販 の 既 成品 利用 0 ：記入 な し

（外 食 ）が 半 々 で あ る 1 ：料 理 す る 時間が な い

C ：市販 の 既成 品 （外食）を よ く利 2 ：食品素 材 を買 う時問が ない

用す る 3 ：近 くに 売る店や レ ス トラ ン が あ り、便利で あ る

4 ：献立や 調理 が め ん ど うで ある

5 ：料理方法を知 らない の でつ くれ ない

6 ：家庭 で つ くる よ り好 い 味 の 場合 が あ り、家庭 が好 む

7 ：家庭 で つ くる よワ安 くつ く場合 が ある

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 複数回答

　表 15に 持ち帰 り用惣菜や外食 の 料理 に つ い て、 B 「手づ くりと市販品 （外食）利用が 半 々 で あ

る」 また はC 「市販品 をよ く利用す る」 と回答 した家庭 に その 理由を選 んで もらっ た結果 を、

B につ い て は B 回答 した全家庭に対す る割合 で 、 C に つ い て も同様 に示 した。全体的 （焼豚 を

除 く）に は B 「手づ くりと市販 品 （外食）利用 が半々 で ある」 と回答した理 由の うち、 B3 の 「近

くに売 る店や レ ス トラ ン が あ り、便利で ある」 が最 も多 く、 次 い で B1 と B4 すな わ ち
「
料理

す る時間が な い 」 と 「献立や 調理 が め ん どうで ある」 が 多か っ た。こ の 点に お い て も、現代 の

日本 の 食 環境 の 簡便 志 向 の 傾 向 が 示 さ れ た 。 C 「
市 販 品 （外食〉を よ く利用 する 」 と 回答 した 家

庭 の 選 ん だ理 由の うち最 も多か っ た の が C3 、次 い で C　1 と C4 で B の 場合 と同様 で あっ た。

　以上の 調査結果か ら、被 調査家庭 の 子女で ある本学生が履習する調理 実習 の 内容、あ り方、

教育目的 を模索 して み る と、次の ようなこ とが 示唆 された。

　（1） 8 〜 9割の 家庭が 手づ く りして い る 白飯、お で ん、鍋物、カ レ ーライス 、サ ラダ類、て

ん ぷ ら、ハ ン バ ーグ、焼物、酢物、炒め物な ど主要 な主菜料理 を中心に 、食品素材か ら の 調理

方法 を学び、伝統的 な手づ くりの 味 を知 る 。 料理の 基礎 に なる汁物、ソ
ー

ス 類、お茶類な どは

手づ くり度が低 い こ とか ら、家庭 にお け る調理 の 基本 訓練が不足 して い る と考 えられ、簡便志

向の手づ くり度の低下 して い る現代 の 調理実習は 、従来 の それ以上 に調理 の 基本技術や方法 を

習得する こ とが 大切 で あ る 。 そ して 、
こ の ス トレ ス 時代 、 心安 ら ぐ家庭料理の 技 と味 を伝えて

い ける こ とは重要 に なっ て くる と思わ れ る、さ らに、多様化 した ラ イフ ス タ イ ル に あ わせ て様 々

な保存食品、イ ン ス タ ン ト食品、調理 済み 食品 が 毎 日 の 食事 に と り入 れ られ る の で 、  　食品

素材に加工 食品 を臨機応変に組み 入れ て調理 をした り、 （3） 調理 済み 食品に 少 し手 を加 えて 栄

養 バ ラ ン ス の よい 、我が 家の 味に 調味 しなお した り、（4） 次か ら次 へ と出まわ っ て くる新し い

加工 食品に対す る正確な知 識を身に つ け て 食品 を選択 し、ライフ ス タイ ル に あわ せ て上手に使

い こ なす選択 眼 を養わ ねば な らな い 。又、  　電子 レ ン ジな ど新 し い 調理 機器 を使 い こ なす能

力 も必要 に な っ て くる。ただ、従来か らの よい もの を守 り伝 えて い くだ けでは、新 しい 時代に

対応 しうる柔軟な思考 を培 うこ とはで きな い で あ ろ う。 そ の ため の 具体的な有効 な方策は次報

に ゆずる こ とにする 。
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要 約

　最近の わが 国における食生活は ライフ ス タイル の 変化や価値観 の 多様化 など を背景 に、外食

及び 調理食品へ の 依存度が 大幅に増加 して きて い る 。 こ の ような時代 におけ る女子短大の 調理

実習の あり方の 指針を得 ようと、本学生 の 毎 日の 食事の 手づ くりの 実態 を調査 した 。 そ の 結果、

（1） 手づ くり度90％以上 の 食品 はゆ で ほ うれん草、白飯、お で ん、鍋物、カ レ
ー

ラ イス 、サ ラ

　ダ類、てん ぷ ら、ハ ン バ ーグ、焼物 で、日常の 主要料理 で あ っ た。

  　手づ くりされ な くな っ た食品は マ ヨ ネ
ー

ズ ソ
ー

ス 、オ レ ン ジ ジ ュ
ー

ス 、ア イ ス ク リ
ー

ム 、

　焼 肉の たれ 、 水羊か ん 、
パ ン

、 春巻や ぎ ょ うざの 皮 、 ポ ン 酢 、 塩昆布 、 福神漬等で あ っ た 。

（3） テイクアウ ト食品や外食 を利用す る理 由は、現代 の 食生活の 利便 性、簡便性志向が 顕著に

　あ らわれ て い た 。

  　日常の 主要料理 は よ く手づ くりされ て い た が 、 汁物 、
ソー

ス 類 、 お茶類等 の 料理 の べ 一
ス

　の 手づ くり度は低 く、調理実 習内容 は従来 なされて きた以上に、調理の 基本技術や方法の 習

　得、本物の 味 を知 る こ と に 力 を注 ぐ必要 が ある 。

〈5） 個 性的 な ライ フ ス タ イル に あわせ 、 臨機応変に加工 食品や 調理機器 を とり入れ 、 使 い こ な

　せ る能力 も養 わね ばならな い 。
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